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「
こ
ん
な
歓
迎
は
、は
じ
め
て
！

　
　
　
市
民
の
出
迎
え
、温
か
か
っ
た
」

市
民

シリーズ

167

214

紀
州
と
房
総
を
つ
な
い
だ

　
市
立
博
物
館
の
５
月
の
休
館
日

は
６
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日
で
す
。

熊
野
神
社
の
歴
史
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日本一 の「飛鳥」がやってきた

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
今
回
の
ツ

ア
ー
を
知
り
ま
し
た
。
岐
阜
で
は

雪
が
ち
ら
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、

花
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

マ
ザ
ー
牧
場
や
鋸
山
な
ど
を
見
て

き
ま
し
た
が
、
も
っ
と
花
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
る
と
良
か
っ
た
で
す

ね
。
飛
鳥
の
ツ
ア
ー
は
今
度
で
５

回
目
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

ど
こ
に
行
っ
て
も
た
だ
降
り
る
だ

け
で
し
た
。
こ
ん
な
に
歓
迎
を
し

て
も
ら
い
、
驚
い
て
い
ま
す
。
太

陽
の
光
と
明
る
さ
が
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」

お

ぎ

そ

（
岐
阜
県
か
ら
参
加
し
た
小
木
曽

つ
や
子
さ
ん
、
美
砂
さ
ん
親
子
）

「
ラ
ジ
オ
と
新
聞
報
道
で
今
回
の

ツ
ア
ー
を
知
り
ま
し
た
。
初
め
て

の
船
旅
で
す
が
、
ゆ
っ
く
り
楽
し

め
、
満
喫
で
き
ま
し
た
。
上
陸
し

て
か
ら
は
、
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド

や
南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス
な
ど
を
巡
り

ま
し
た
。
早
朝
は
冷
え
込
ん
で
い

ま
し
た
が
、
日
中
は
暖
か
く
な
り

ま
し
た
。
祭
り
で
も
な
い
の
に
、

飛
鳥
の
乗
客
の
た
め
に
『
お
船
』

で
の
祭
囃
子
の
見
送
り
が
あ
り
、

感
動
し
て
い
ま
す
。
機
会
が
あ
っ

た
ら
、
ま
た
訪
れ
て
み
た
い
で
す

ね
」
（
愛
知
県
か
ら
参
加
し
た
加

藤
行
雄
さ
ん
、
章
代
さ
ん
夫
妻
）

　
客
船
「
飛
鳥
」
は
、
名
古
屋
か

ら
乗
客
420
人
を
乗
せ
先
月
５
日
に

館
山
港
に
初
寄
港
。
ほ
と
ん
ど
の

乗
客
が
上
陸
し
、
ツ
ア
ー
な
ど
で

南
房
総
を
楽
し
み
ま
し
た
。
（
２

～
３
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

▲館山ユネスコ保育園の園児が「飛鳥」の絵を振って、乗客を出迎えた

　
市
内
に
は
地
域
の
鎮
守
と
し
て
祀

ら
れ
て
い
る
神
社
が
92
社
あ
り
ま

す
。
一
番
多
い
の
が
、
紀
伊
半
島
に

あ
る
熊
野
三
山
の
神
様
を
祀
る
熊
野

神
社
で
11
社
、
次
に
諏
訪
神
社
の
10

社
、
八
幡
神
社
７
社
、
神
明
神
社
７

社
な
ど
が
続
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
神
社
本
庁
と
い
う
と
こ

ろ
で
把
握
し
て
い
る
神
社
で
す
が
、

神
様
を
祀
る
小
さ
な
お
宮
は
地
域
の

な
か
に
無
数
に
あ
り
ま
す
。
山
の
中

の
石
宮
だ
っ
た
り
、
大
き
な
神
社
の

な
か
に
移
動
し
て
し
ま
っ
た
お
宮
も

あ
り
ま
す
。

　
熊
野
神
社
は
長
須
賀
を
は
じ
め
、

宮
城
・
加
賀
名
・
坂
田
・
佐
野
・
竜

岡
・
飯
沼
・
宝
貝
・
安
東
の
集
落
に

あ
り
ま
す
が
、
別
の
名
前
で
熊
野
の

神
様
を
祀
る
と
こ
ろ
が
、
小
原
の
若

一
神
社
と
出
野
尾
の
十
二
所
神
社
で

す
。
小
さ
な
お
宮
で
祀
っ
て
い
る
の

は
熊
野
権
現
や
熊
野
様
と
呼
ば
れ
、

正
木
・
沼
・
犬
石
・
東
長
田
・
西
長

田
・
腰
越
・
水
岡
な
ど
で
確
認
で
き

ま
す
。
他
に
も
ま
だ
ま
だ
あ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
熊
野
神
社
が
多
い
の
は
、
じ
つ
は

館
山
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
そ

も
そ
も
千
葉
県
に
は
200
社
を
超
え
る

数
が
分
布
し
て
い
て
、
福
島
県
に
次

い
で
全
国
二
位
、
他
県
を
圧
倒
す
る

熊
野
の
信
仰
圏
な
の
で
す
。

　
熊
野
神
社
は
鎌
倉
時
代
や
室
町
時

代
な
ど
の
中
世
と
呼
ば
れ
る
時
期

に
、
全
国
に
信
仰
が
広
が
り
ま
し

た
。
熊
野
の
山
伏
な
ど
が
、
全
国
に

あ
る
熊
野
神
社
の
領
地
を
拠
点
に
し

て
活
動
し
、
熊
野
の
神
を
祀
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

　
紀
伊
半
島
と
海
上
交
通
で
つ
な
が

る
房
総
半
島
に
は
熊
野
の
社
領
が
多

く
、
平
安
時
代
の
末
に
は
館
山
平
野

い

ま

く

ま

の

に
京
都
の
新
熊
野
社
の
所
領
が
あ

り
、
ま
た
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時

代
に
か
け
て
は
、
安
房
国
が
熊
野
新

は
や
た
ま

宮(
熊
野
速
玉
大
社)

の
造
営
費
用
を

賄
う
国
に
指
定
さ
れ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。

ぐ
ん

　
館
山
平
野
に
あ
っ
た
社
領
は
群

ぼ
う
の
し
ょ
う

房
庄
と
い
い
、
館
野
地
区
広
瀬
を
含

む
そ
の
周
辺
地
域
で
す
。
館
山
平
野

に
は
三
芳
村
を
含
め
て
多
く
の
熊
野

神
社
が
あ
り
ま
す
が
、
広
瀬
に
一
番

み

た
け

近
い
の
が
、
腰
越
の
御
嶽
神
社
の
境

せ
っ
し
ゃ

内
に
摂
社
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
熊

野
権
現
で
す
。

　
も
と
も
と
は
腰
越
と
三
芳
村
本
織

と
の
境
に
近
い
上
ノ
台
と
い
う
と
こ

ろ
に
祀
ら
れ
て
い
た
の
が
、
明
治
に

な
っ
て
神
社
の
境
内
に
移
さ
れ
た
の

だ
と
い
い
ま
す
。
地
元
で
は
、
熊
野

神
社
が
御
嶽
神
社
よ
り
古
く
か
ら

あ
っ
た
も
の
で
、
御
嶽
神
社
は
あ
る

時
に
信
州
か
ら
腰
越
に
移
住
し
て
き

た
有
力
豪
族
飯
田
氏
が
祀
っ
た
と
伝

え
て
い
ま
す
。

　
熊
野
権
現
は
新
熊
野
社
の
社
領

だ
っ
た
平
安
時
代
末
か
ら
南
北
朝
時

代
の
頃
に
祀
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
の
室
町
時
代
に
な
っ
て
、
鎌

倉
府
の
足
利
氏
に
仕
え
て
い
た
飯
田

氏
が
足
利
氏
の
所
領
管
理
の
た
め
に

や
っ
て
き
て
、
新
し
く
御
嶽
神
社
を

祀
り
、
腰
越
の
鎮
守
に
な
っ
た
の
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
神
社
の
盛
衰
に
も
歴
史
の
移
り

変
わ
り
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲御嶽神社境内にある熊野権現

▲小木曽つや子さん、美砂さん親子

▲加藤行雄さん、章代さん夫妻

たてやまにようこそ！

客 船 「 飛 鳥 」 初 寄 港

シ
リ
ー
ズ市民 たてやまにようこそ！客 船 「 飛 鳥 」 初 寄 港

シ
リ
ー
ズ市民



が
、
自
分
た
ち
が
描
い
た
「
飛

鳥
」
の
小
旗
を
振
っ
て
出
迎
え
ま

し
た
。

　
辻
田
市
長
、
客
船
等
歓
迎
委
員

会
（
会
長
鈴
木
陽
一
）
な
ど
が
出

迎
え
る
中
、「
飛
鳥
」
を
所
有
す
る

郵
船
ク
ル
ー
ズ
の
森
本
靖
之
専
務

は
、
「
市
長
は
じ
め
関
係
者
の
皆

さ
ん
が
熱
心
に
誘
致
運
動
を
さ

大きな可能性のせて館山に
　
沖
合
い
約
１
噌
に
停
泊
し
た

「
飛
鳥
」
か
ら
テ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ト

を
使
っ
て
、
８
時
過
ぎ
に
は
、
乗

客
や
関
係
者
が
安
房
博
物
館
脇
の

岸
壁
に
上
陸
。
館
山
第
二
中
学
校

（
校
長
星
谷
洋
三
）
の
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
が
演
奏
す
る
中
、
ユ
ネ
ス

コ
保
育
園
（
園
長
本
多
馨
）
の
３

歳
児
か
ら
５
歳
児
の
園
児
50
人

　市では、港を活用した地域振興

策として、一昨年から日本を代表

する客船「飛鳥」の誘致運動を展

開。「飛鳥」は、露地花やいちご

狩りシーズンにあわせ、前日に名

古屋港から中京圏などの乗客約

420人を乗せて出港。５日午前６

時過ぎに館山湾に大きな船体を現

しました。「飛鳥」を一目見ようと

館山桟橋や海岸には多くの市民が

集まっていました。

２平成15年４月１日

▼自分たちが描いた「飛鳥」を手に歓迎する園児

▲館山桟橋には「飛鳥」を
　見ようと市民が集まった

　日本一の豪華客船「飛鳥」（28,856総

トン、船長192.8ｍ、乗客定員592人）

が先月５日、館山港に初寄港しました。

れ
、
そ
の
熱
意
に
打
た
れ
ま
し

た
。
足
掛
け
２
年
か
か
り
ま
し
た

が
や
っ
と
寄
港
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
心
の
こ
も

る
歓
迎
を
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
420
人
の
乗
客
の
ほ
と
ん
ど
が
館

山
に
上
陸
。
花
摘
み
な
ど
５
つ
の
オ

プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
や
思
い
思
い

の
コ
ー
ス
な
ど
に
む
か
い
ま
し
た
。

　
乗
客
の
下
船
と
入
れ
替
え
に

「
市
民
の
船
内
見
学
会
」
を
実

施
。
こ
の
見
学
会
に
は
、
市
内
を

は
じ
め
関
東
近
県
か
ら
20
人
の
定

員
の
と
こ
ろ
532
人
が
応
募
。
あ
ま

り
の
人
気
の
高
さ
に
定
員
を
50
人

に
増
員
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
市

民
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
飛
鳥
」
の
乗

務
員
の
案
内
で
、
ダ
イ
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
（
レ
ス
ト
ラ
ン
）
や
ラ
ウ

ン
ジ
、
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
ー
ル
、

デ
ッ
キ
な
ど
魅
惑
の
船
内
を
見

学
。
船
内
と
は
思
え
な
い
広
々
と

し
た
豪
華
な
空
間
に
、
た
め
息
を

つ
い
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
に
は
、
安
房
博
物
館
広
場

で
、
地
元
特
産
物
の
販
売
、
手
づ

く
り
甲
冑
の
展
示
や
試
着
コ
ー

ナ
ー
、
地
元
新
井
区
の
お
船
も
繰

り
出
し
、
ツ
ア
ー
か
ら
戻
っ
て
く

る
乗
客
を
出
迎
え
ま
し
た
。
最
後

に
「
飛
鳥
」
の
出
港
に
あ
わ
せ
、

ス
タ
ー
マ
イ
ン
の
花
火
で
見
送
り

ま
し
た
。

　「
気
候
だ
け
で
な
く
、
人
の
温
か

さ
も
伝
わ
っ
た
と
思
う
。
今
回
の

寄
港
が
は
ず
み
に
な
っ
て
、
ま
た

南
房
総
ツ
ア
ー
が
実
現
し
て
ほ
し

い
」
と
市
で
は
期
待
し
て
い
ま

す
。
　
８
月
８
日
の
花
火
大
会
に
は
、

客
船
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」
（
２
万
１

千
903
総
ト
ン
、
船
長
166
・
６
ｍ
、

乗
客
定
員
526
人
）
が
横
浜
か
ら
済

州
島
（
韓
国
）
へ
の
ク
ル
ー
ズ
の

途
中
に
立
ち
寄
り
ま
す
。

３ だん暖たてやま

▼乗務員の案内で船内見学（７階のデッキ）
▲地元特産物の販売や新井区のお船で乗客を歓迎する会場
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住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）
の
稼

動
に
伴
い
、
今
月
か
ら
次
の
届
出

な
ど
に
住
民
票
の
添
付
や
証
明
が

不
要
に
な
り
ま
す
。

　
住
民
票
な
ど
が
不
要
に
な
る
も
の

　
羨
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
申
請
時

で
の
添
付

　
腺
共
済
年
金
（
地
方
公
務
員
、

国
家
公
務
員
、
私
立
学
校
教
職

員
）
、
戦
没
者
遺
族
等
援
護
年
金

の
受
給
者
が
毎
年
提
出
し
て
い
る

現
況
届
や
身
上
報
告
書
の
提
出
の

際
の
添
付
（
加
給
年
金
額
対
象
者

今
年
度
、
公
共
下
水
道
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
の
土

地
所
有
者
な
ど
を
対
象
に
、｢

受

益
者
負
担
金｣

の
申
告
・
申
請
の

受
付
を
行
い
ま
す
。

　
申
告
書
は
４
月
上
旬
に
対
象
者

宛
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
直
接
ま
た

は
郵
送
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
期
限
／
４
月
30
日
（
水
）

【
直
接
、
申
告
す
る
場
合
は
、

土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
】

　
申
告
場
所
・
郵
送
先
／
〒
294
―

０
０
５
４
　
館
山
市
湊
465
―
１
　

館
山
市
鏡
ケ
浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
内
下
水
道
課

７ だん暖たてやま

監
査
の
対
象

　
定
期
監
査
／
企
画
部
（
秘
書
広

報
課
・
企
画
課
・
情
報
化
推
進

室
・
合
併
推
進
室
）
、
総
務
部

（
総
務
課
・
財
政
課
・
税
務
課
・

納
税
推
進
室
）
、
市
民
福
祉
部

（
市
民
課
・
健
康
管
理
課
・
社
会

安
全
対
策
課
・
社
会
福
祉
課
・
高

齢
者
福
祉
課
）
、
議
会
事
務
局
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、
教
育

委
員
会
（
船
形
小
・
那
古
小
・
北

条
小
・
館
山
小
・
西
岬
小
・
神
戸

小
・
富
崎
小
・
神
余
小
・
豊
房

小
・
館
野
小
・
九
重
小
、
一
中
・

二
中
・
三
中
・
房
南
中
）

　
財
政
援
助
団
体
等
監
査
／

（
財
）館
山
市
環
境
保
全
公
社

　
監
査
委
員
／
宮
﨑
健
一
・
脇
田

安
保
　
監
査
の
期
間
／
平
成
14
年
９
月

30
日
～
12
月
４
日

　
監
査
の
場
所
／
市
監
査
事
務

局
、
各
小
中
学
校

　
監
査
の
方
法
／
各
所
管
の
事
務

処
理
が
、
住
民
福
祉
の
増
進
に
努

め
る
と
と
も
に
、
経
費
の
計
画
的

か
つ
効
率
的
な
執
行
が
さ
れ
て
い

る
か
、
そ
の
組
織
と
運
営
の
合
理

化
に
努
め
て
い
る
か
を
主
眼
に
、

提
出
さ
れ
た
資
料
な
ど
の
調
査

と
、
関
係
職
員
か
ら
説
明
を
聴
取

し
ま
し
た
。

　
監
査
の
結
果
／
各
部
課
等
の
事

務
事
業
は
、
ほ
ぼ
順
調
に
進
み
、

予
算
の
執
行
は
適
正
な
も
の
と
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

財
政
援
助
団
体
等
監
査
は
、
業

務
量
の
減
少
す
る
厳
し
い
環
境
の

中
、
さ
ら
な
る
経
費
の
節
減
に
よ

る
、
経
営
の
健
全
化
に
向
け
て
、

努
力
を
要
望
し
ま
し
た
。

監
査
結
果
は
、
平
成
15
年
２
月

５
日
付
け
市
監
査
告
示
１
号
で
公

表
し
ま
し
た
。

平
成
14
年
度  

第
１
回
定
期
監
査
を
実
施

　
市
監
査
事
務
局
で
は
、
定
期
監
査
と
財
政
援
助
団
体
等

監
査
を
行
い
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
問
合
せ
／
監
査
事
務
局
（
殖
22
―
３
５
４
２
）

　
次
の
２
会
場
で
も
申
告
を
受
け

付
け
ま
す
。
　

　
日
時
／
４
月
16
日
（
水
）
、
19

日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
場
所
／
南
町
青
年
館

　
日
時
／
４
月
21
日
（
月
）
～
25

日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
場
所
／
市
役
所
３
号
館
２
階

　
問
合
せ
／
下
水
道
課
業
務
係

（
殖
22
―
３
６
６
１
）

な
ど
は
除
く
）

　
舛
恩
給
受
給
者
が
毎
年
提
出
し

て
い
た
、
恩
給
受
給
権
調
査
申
立

書
に
市
町
村
長
名
の
証
明
。

　
船
建
設
業
の
技
術
検
定
受
検
申

請
時
の
提
出

「
第
２
回
平
久
里
川
流
域
懇
話

会
」
の
資
料
と
議
事
録
を
公
開
し

て
い
ま
す
。

　
閲
覧
場
所
／
市
建
設
課
、
館
山

土
木
事
務
所
ほ
か

　
公
開
日
時
／
４
月
14
日
（
月
）
～

４
月
25
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
４
時
30
分
（
土
日
を
除
く
）

　
問
合
せ
／
館
山
土
木
事
務
所
調

整
課
（
殖
22
―
４
３
４
１
）

住
民
票
の
添
付
や
証
明
が
不
要
に

住
基
ネ
ッ
ト
稼
動
で
、今
後
も
さ
ら
に

平
久
里
川
流
域
懇
話
会
の

　
資
料
・
議
事
録
を
公
開

▼鏡ケ浦クリーンセンター

　
住
民
票
の
写
し
の
提
出
が
求
め

ら
れ
て
い
る
現
在
の
行
政
手
続
き

で
、
こ
れ
か
ら
徐
々
に
提
出
が
不

要
に
な
る
予
定
で
す
。

　
問
合
せ
／
各
担
当
窓
口

受
益
者
負
担
金
の
申
告
受
付

公
共
下
水
道

近
く
の
会
場
で
も
受
付

事
務
事
業
は
ほ
ぼ
順
調
、予
算
の
執
行
は
適
正

せら知お

６平成15年４月１日

　
市
で
は
、
重
要
課
題
・
重
要
施

策
に
確
実
に
対
応
す
る
た
め
、
組

織
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
平

成
15
年
度
は
こ
の
新
体
制
で
、
よ

り
効
率
的
な
事
務
運
営
を
図
り
ま

す
。
　
今
回
の
見
直
し
は
、
羨
ど
の
部

署
が
何
の
仕
事
を
し
て
い
る
の

か
、
市
民
か
ら
見
て
わ
か
り
や
す

い
組
織
で
あ
る
こ
と
、
腺
基
本
計

画
の
政
策
課
題
に
対
し
て
重
点
的

に
対
応
し
、
重
要
施
策
を
推
進
す

る
た
め
の
組
織
で
あ
る
こ
と
に
配

慮
し
て
い
ま
す
。

　
変
更
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
課
へ
の
変
更
／
羨
海
辺
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
室
が
海
辺
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
に
な
り
ま
す
。

　
職
を
設
置
／
羨
教
育
委
員
会
に

新
た
に
次
長
を
設
置
。

　
係
の
新
設
／
羨
秘
書
広
報
課
に

男
女
共
同
参
画
係
と
国
際
交
流
係

を
設
置
。
腺
社
会
安
全
対
策
課
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
係
を
設
置
。
舛
商
工
課
に

工
業
団
地
振
興
係
を
設
置
。

　
課
内
室
の
設
置
／
羨
商
工
課
内

に
公
設
卸
売
市
場
対
策
室
を
設

置
。
腺
農
水
産
課
内
に
海
洋
深
層

水
利
活
用
推
進
室
を
設
置
。
舛
環

境
保
全
課
に
環
境
企
画
室
を
設

置
。
船
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
内
に
自
然
体
験
活
動
推
進
室
を

設
置
。
薦
ス
ポ
ー
ツ
課
内
に
高
校

●庁内直通電話番号一覧●

22－3414
22－3418
22－3428
22－3261
22－3262
22－3257
22－3506
22－3491
22－3492
22－3496
22－3487
22－3489
22－3352
22－3354
22－3199
22－3121
22－3122

22－3147

22－3163
22－3152
22－3142
22－3218
22－3952
22－3953
22－3523
22－3442

22－3464
22－3954
22－3527
22－3291
22－3296

22－3362

22－3956

22－3396

22－3397
22－3685
22－3694

22－3696

22－3957
22－3698
22－3542
22－3539
22－3168
22－3174
22－5633
22－3729
22－3575
22－3631
22－3636
22－3637
22－3640

22－3610

22－3612
22－3606
22－3346

市民係
年金係
健康保険係
資産税係
市民税係

保護係
社会福祉係
児童福祉係
高齢対策係
援護係
環境企画室
一般廃棄物係

広報係
秘書係
男女共同参画係
国際交流係
企画調整係
企画担当係

事務管理係
法規係
福利研修係・人事係

消防防災係
コミュニティ係
交通防犯係
ＮＰＯ係

財政係
契約係・管財係
商工係
公設卸売市場対策室
工業団地振興係
消費生活係
海洋深層水利活用推進室
農政係・漁政係
耕地係・園芸係

体育施設係
スポーツ振興係
高校総体準備室

情報化推進係
情報システム係

管理係
建設係
維持係
建築係
都市計画係
公園係
街路係

市民課

税務課
　
納税推進室
会計課

社会福祉課

高齢者福祉課

環境保全課

市民相談室

秘書広報課

企画課

合併推進室

総務課

選挙管理委員会事務局

社会安全対策課

議会事務局

財政課

商工課

農水産課

　　庶務施設課
　　学校教育課
　　スポーツ課
　

　　生涯学習課
監査事務局
農業委員会事務局

情報化推進室

安房郡市広域市町村圏事務組合

三芳水道企業団

　

建設課

都市計画課

海辺のまちづくり推進課
観光課

市役所代表番号　22－3111

１
　
　
　
　
階

２
　
　
　
　
階

教
育
委
員
会

３
　
　
　
　
階

本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館

３
階

１
階

１
　
階

２
　
階

２ 

号 

館

３
　
号
　
館

総
体
準
備
室
を
設
置
。

　
廃
止
さ
れ
る
職
／
博
物
館
の
事

務
長
を
廃
止
。

　
廃
止
さ
れ
る
係
／
環
境
保
全
課

の
環
境
衛
生
係
を
廃
止
。

　
廃
止
さ
れ
る
課
内
室
／
商
工
課

内
の
工
業
団
地
推
進
室
を
廃
止
。

　
今
回
の
見
直
し
で
係
な
ど
の
直

通
電
話
も
増
え
ま
し
た
。
今
年
度

の
各
係
へ
の
電
話
番
号
は
表
の
と

お
り
で
す
。
ど
の
係
か
わ
か
ら
な

い
場
合
は
、
代
表
番
号
（
殖
22
―

３
１
１
１
）
に
ど
う
ぞ
。

重
要
課
題
・
施
策
に
対
応
し
た
新
体
制

仕
事
の
内
容
が
わ
か
る
組
織
で

よ
り
効
率
的
な
事
務
運
営

仕
事
の
内
容
が
わ
か
る
組
織
で

よ
り
効
率
的
な
事
務
運
営

直
通
電
話
も
増
加



せら知お
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僧
、
理
工
創
、
農
学
遡
、
農
学

鼠
、
農
学
僧
、
農
学
創
の
13
区
分

　
受
検
資
格
／
羨
昭
和
45
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
57
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
。
腺
昭
和
57
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、（
ア
）
大
学
を
卒
業
し
た
人
と

平
成
16
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
人
。（
イ
）
人
事

院
が
（
ア
）
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
人
。

　
申
込
受
付
期
間
／
４
月
８
日
ま

で
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有

効
。
持
参
は
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
第
１
次
試
験
／
５
月
５
日

（
月
・
祝
）

　
第
２
次
試
験
／
６
月
１
日

（
日
）
と
６
月
３
日
（
火
）
か
ら

６
月
18
日
（
水
）
ま
で
の
間
で
指

定
す
る
日
。

　
合
格
発
表
／
６
月
27
日
（
金
）

【
票
種
試
験
】

　
試
験
の
区
分
／
行
政
、
図
書
館

　
人
事
院
で
は
、
大
学
卒
業
程
度
の
試
験
と
し
て
、
国
家
公
務
員
採
用

瓢
種
、
票
種
試
験
、
高
校
卒
業
程
度
の
試
験
と
し
て
、
国
家
公
務
員
採

用
表
種
試
験
を
行
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
人
事
院
関
東
事
務
局
第
二
課
（
殖
048
―
740
―
２
０
０
７
）

学
、
物
理
、
電
気
・
電
子
、
情

報
、
機
械
、
土
木
、
建
築
、
化

学
、
資
源
工
学
、
農
学
、
農
学
土

木
、
林
学
の
12
区
分

　
受
検
資
格
／
羨
昭
和
49
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
57
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
。
腺
昭
和
57
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、（
ア
）
大
学
を
卒
業
し
た
人
。

平
成
16
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
人
。
人
事
院
が

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

人
。（
イ
）
短
大
ま
た
は
高
専
を
卒

業
し
た
人
。
平
成
16
年
３
月
ま
で

に
短
大
ま
た
は
高
専
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
人
。
人
事
院
が
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人
。

　
申
込
受
付
期
間
／
４
月
14
日

（
月
）
か
ら
４
月
28
日
（
月
）
ま

で
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有

効
。
持
参
は
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
第
１
次
試
験
／
６
月
29
日
（
日
）

　
第
２
次
試
験
／
８
月
１
日

（
金
）
か

ら

８

月

19
日

（
火
）
ま
で
の
間
で
指
定
す

る
日
。

　
合
格
発
表
／
９
月
４
日

（
木
）

【
表
種
試
験
】

　
試
験
の
区
分
／
行
政
事

務
、
税
務
、
電
気
・
情
報
、

機
械
、
土
木
、
建
築
、
農

　
昨
年
、
無
登
録
農
薬
が
全
国
的

に
流
通
し
、
使
用
さ
れ
て
い
る
実

態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
昨
年
12
月
に
農
薬

取
締
法
が
改
正
さ
れ
、
先
月
10
日

か
ら
こ
の
改
正
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
改
正
点
は
、
羨
無
登

録
農
薬
の
製
造
、
輸
入
、
使
用
の

禁
止
（
販
売
は
従
来
か
ら
禁

止
）
、
腺
農
薬
使
用
基
準
に
違
反

す
る
農
薬
使
用
の
禁
止
、
舛
罰
則

の
強
化
な
ど
で
、
農
薬
を
製
造
・

輸
入
・
販
売
・
使
用
す
る
す
べ
て

の
人
々
に
関
係
す
る
内
容
で
す
。

　
農
林
水
産
省
で
は
、
農
家
だ
け

で
な
く
、
家
庭
菜
園
や
花
壇
、
芝

の
手
入
れ
な
ど
を
す
る
人
も
、
同

省
の
登
録
番
号
の
あ
る
安
全
性
の

確
認
さ
れ
た
農
薬
を
、
取
り
扱
い

説
明
を
読
ん
で
、
使
っ
て
ほ
し
い

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
農
薬
情
報
は
、
農
林
水

産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.m
aff.go
.jp
/n
o
u
yaku
/

）

の
「
農
薬
コ
ー
ナ
ー
」
で
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
安
房
支
庁
農
林
振
興

課
（
殖
22
―
８
１
３
１
）

業
、
農
学
土
木
、
林
業
の
９
区
分

　
受
検
資
格
／
羨
行
政
事
務
、
電

気
・
情
報
、
機
械
、
土
木
、
建

築
、
農
業
、
農
学
土
木
、
林
業
の

人
は
、
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。
腺
税
務
の
人
は
、
昭
和

58
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

　
申
込
受
付
期
間
／
７
月
１
日

（
火
）
か
ら
７
月
８
日
（
火
）
ま

で
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有

効
。
持
参
は
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

　
第
１
次
試
験
／
９
月
７
日
（
日
）

　
第
２
次
試
験
／
10

月
16

日

（
木
）
か
ら
10
月
23
日
（
木
）
ま

で
の
間
で
指
定
す
る
日
。

　
合
格
発
表
／
11
月
13
日
（
木
）

　
県
で
は
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
の

中
、
再
就
職
を
希
望
す
る
人
へ
の

各
種
相
談
、
情
報
提
供
を
行
う

「
県
民
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
千
葉
支
庁
内
と
東
葛
飾
支
庁
内

の
２
ヵ
所
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
千
葉
セ
ン
タ
ー
／
千
葉
市
中
央

区
長
洲
１
―
９
―
１
（
千
葉
支
庁

内
）、
殖
043
―
223
―
５
７
３
５

　
東
葛
飾
セ
ン
タ
ー
／
松
戸
市
小

根
本
７
（
東
葛
飾
支
庁
内
）
、
殖

047
―
361
―
４
０
１
６

再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

農
薬
は
農
水
省
の
登
録
番
号
を
確
認
し
て

 
国
家
公
務
員
採
用
試
験 

勇
種
、
友
種
、
宥
種

集募

９ だん暖たてやま

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
海
外
派

遣
の
青
少
年
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
青
少
年
海
外
派
遣
事
業

は
、
市
が
参
加
金
の
２
分
の
１
を

補
助
し
、
（
財
）
世
界
青
少
年
交

流
協
会
の
派
遣
計
画
に
基
づ
い

て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら

交
歓
会
や
視
察
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　
コ
ー
ス
、
期
日
、
年
齢
、
参
加

金
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
定
員
／
２
人

　
応
募
資
格
／
健
康
で
、
15
歳
～

35
歳
ま
で
の
市
民
。
ま
た
は
市
民

と
生
計
を
同
じ
く
す
る
人
【
過
去

に
市
で
実
施
し
た
海
外
派
遣
の
経

験
の
な
い
人
】

　
締
切
／
今
月
21
日
（
月
）
ま
で

（
郵
送
は
、
当
日
消
印
有
効
）

　
申
込
方
法
／
生
涯
学
習
課
に
あ

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
健
康
診
断
書
、
住
民
票
抄
本

（
市
外
在
住
者
の
み
）
、
論
文
な

ど
を
提
出
。

　
参
考
／
事
前
研
修
（
２
泊
３

日
）
を
６
月
中
に
実
施
し
ま
す
。

市
補
助
金
は
参
加
金
の
１
／
２
を

上
限
に
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
し

ま
す
の
で
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
（
殖
22

―
３
６
９
８
）

青
少
年
の
海
外
派
遣

参
加
費
の
２
分
の
１
を
補
助
！

コース

羨フランス・スイス

腺ハンガリー・ポーランド

舛イタリア船ドイツ

薦アメリカ詮カナダ

賎イギリス高校生

践アメリカ高校生

期　日

7/26～8/9

7/24～8/7

7/24～8/7

7/24～8/7

年 齢

18～35

18～35

18～35

15～18

参加金

495,000

495,000

450,000

495,000

450,000

 市補助金

247,500

247,500

225,000

247,500

225,000

選べる海外派遣の８コース

ト
代
含
む
）
※
乙
種
第
４
類
の
問

題
集 

千
200
円
は
別
売
り

　
受
付
期
間
／
４
月
14
日
（
月
）

か
ら
17
日
（
木
）

　
受
付
場
所
／
安
房
郡
市
消
防
本

部
予
防
課
、
鴨
川
消
防
署
、
鋸
南

分
署
、
千
倉
分
署

　
願
書
／
各
受
付
場
所
で
今
月
７

日
か
ら
配
布
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
安
房
郡
市
消
防
本
部

予
防
課
（
殖
22
―
２
２
３
４
）

　
自
衛
隊
で
は
、
各
種
幹
部
候
補

生
を
募
集
し
ま
す
。

一
般
幹
部
候
補
生
（
一
般
要
員
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
）

　
受
付
期
間
／
４
月
７
日
（
月
）

か
ら
５
月
９
日
（
金
）

　
試
験
日
／
５
月
24
日
（
土
）

【
パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
は
、
24
日

（
土
）、
25
日
（
日
）
の
両
日
】

歯
科
・
薬
剤
幹
部
候
補
生
（
歯
科

医
師
、
薬
剤
師
の
要
員
）

　
受
付
期
間
／
４
月
７
日
（
月
）

か
ら
５
月
９
日
（
金
）

　
試
験
日
／
５
月
24
日
（
土
）

海
上
自
衛
隊
技
術
幹
部
（
艦
艇
、

航
空
機
、
武
器
部
門
、
施
設
部
門

要
員
）

　
受
付
期
間
／
５
月
１
日
（
木
）

か
ら
５
月
30
日
（
金
）

　
問
合
せ
／
千
葉
地
方
連
絡
部
館

山
募
集
案
内
所
（
殖
22
―
０
３
８

５
）

　
安
房
農
業
協
同
組
合
青
年
部
で

は
、
親
子
で
農
業
体
験
を
す
る
田

の
く
ろ
大
学
校
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
参
加
家
族
に
は
メ
ロ
ン

１
個
、
米
５
キ
ロ
、
イ
チ
ゴ
１
箱
、

菜
っ
葉
１
束
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
日
程
・
内
容
／
羨
５
月
11
日

田
の
く
ろ
大
学
校

（
日
）
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

頃
　
開
校
式
、
メ
ロ
ン
定
植
、
田

植
え
、
腺
８
月
24
日
（
日
）
午
前

９
時
か
ら
午
後
２
時
頃
　
メ
ロ
ン

収
穫
、
稲
刈
り
、
菜
っ
葉
採
り
、

閉
校
式

　
場
所
／
開
校
式
、
閉
校
式
は
Ｊ
Ａ

安
房
館
野
支
店
。
各
作
業
は
そ
の
都

度
案
内
し
ま
す
。

　
定
員
／
県
内
の
親
子
15
組
40
人

程
度
（
応
募
多
数
は
抽
選
）

　
参
加
費
／
１
人
２
千
500
円
（
保

険
料
、
２
回
目
の
食
事
代
含
む
）

６
歳
以
下
500
円

　
応
募
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
田
の
く
ろ
大
学
校
入
学
希
望
」

と
し
、
住
所
、
氏
名
（
参
加
者
全

員
）、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
応
募
先
ま
で

　
締
切
／
４
月
15
日
消
印
有
効

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
294
―
０

０
０
５
館
山
市
安
東
72
　
安
房
農

協
営
農
セ
ン
タ
ー
内
青
年
部
事
務

局
（
殖
24
―
９
１
３
３
）

昨年カナダコースに参加した鈴木行美さん

撮影（バンフのペイト湖）

　
試
験
日
／
６
月
15
日
（
日
）

　
会
場
／
館
山
高
等
学
校

　
受
験
料
／
甲
種
５
千
円
、
乙
種

３
千
400
円
、
丙
種
２
千
700
円

　
講
習
日
／
５
月
13
日
（
火
）

　
会
場
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
受
講
料
／
５
千
900
円
（
テ
キ
ス
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試
験
の
た
め
の

　
　
　
　
受
験
者
講
習
会 

▲

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

親
子
で
農
業
体
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

【
瓢
種
試
験
】

　
試
験
の
区
分
／
行
政
、
法
律
、

経
済
、
人
間
科
学
遡
、
人
間
科
学

鼠
、
理
工
遡
、
理
工
鼠
、
理
工


